
べんがらごうし
No.29

4 2

いっしょにやりまひょ　
やさしいまちづくり
2007年　5月発行

■編集・発行■
社会福祉法人 京都市中京区社会福祉協議会
〒604-8316 京都市中京区大宮通御池下る三坊大宮町121- 2
TEL.075-822-1011 FAX.075-822-1829 http://www.mediawars.ne.jp/fukusi06

特
集
●

「
区
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

つ
く
る
中
京
の
ま
ち
」

特
集
●

「
中
京
区
地
域
福
祉
活
動
計
画

第
一
次
プ
ラ
ン
中
間
と
り
ま
と
め
」

《
課
題
・
解
決
編
》

29号

nakagyo

～みる・きく・しる・みんなで遊ぼう～

e●e●e●e●e●e●e●e●e●e●e●e●e●e●e●e●e●e●e●e●e●e●e●e●e●e●e●e●e●e●e●e

平成19年3月15日、ハートピア京都にて「平成18年度中京区地域福祉推進
シンポジウム」が開催されました。
当日は、120名にのぼる区民の皆さんの参加があり、積極的なご質問やご意

見・ご感想が寄せられました。シンポジウムの様子については、4Ｐに掲載して
おりますのでご参照下さい。

この取組みは、地域福祉に関するタイムリーな課題を取上

げて、区民の皆さんと中京における地域福祉の推進を考える

機会として、中京区地域福祉推進委員会（事務局 中京福祉

事務所）と中京区地域福祉活動計画推進協議会（事務局 中

京区社会福祉協議会）とが協働して実施しているものです。

３回目を迎えた今回のシンポジウムでは、昨年のシンポジ

ウムで出された課題を受けて、「中京区における福祉を中心

としたマンション住民と地域福祉の架け橋」をテーマに企画

いたしました。

コーディネーターに佛教大学社会学部の浜岡教授、シンポ

ジストに区内のマンションにお住まいで民生児童委員をされ

ている方と明倫学区自治連合会のまちづくり委員会の方との

３名をお招きし、人のつながりをいかに創っていくかを掘り

下げました。

当日参加いただいた方からは「もっと詳しい内容を聞きた

い」「町内へのマンション住民発の取組みが積極的に展開さ

れていることに感心した」といったご意見・感想が多数よせ

られました。

また、シンポジウムの前には「中京区地域福祉活動計画第

一次プラン中間とりまとめ」（p２-３）でもふれられている

「中京区地域福祉センターのあり方」について、その検討し

てきた内容を中京区地域福祉活動計画推進協議会作業委員会

沖野一晃座長より報告がなされました。

当委員会では、今回のシンポジウムの内容を広く周知し、

関係される方の取組みの一助になればと思い講演録を作成い

たしております。ご希望の方は、中京区社会福祉協議会（電

話 822-1011）までご一報ください。

「平成18年度 中京区地域福祉推進シンポジウム」開催報告
中京区地域福祉推進委員会・中京区地域福祉活動計画推進協議会共催事業

中京区基本計画・中京区地域福祉活動計画推進事業

日時 平成19年6月3日∂
午前10時～午後3時

場所 元教業小学校（講堂・校舎・グランド）
京都市中京区大宮通御池下ル三坊大宮町121-2

オープニング（吹奏楽）、アマチュアライブ、わ
たしの主張（障がいのある当事者やボランティ

アグループ等による発表や活動PR）、小学生の発表
※手話通訳・要約筆記がつきます。

「人権のつどい」同時開催（午後1時～2時）
テーマ『人間とはね』講師　早川一

かず

光
てる

氏

演劇『ハンス坊や針鼠』
立命館大学学生劇団のOBを中心に結成され、老若男
女誰にでも楽しめる作品づくりをモットーに活動する
「劇団飛び道具」による演劇です。

参加体験〈スタンプラリー形式〉
車いす体験、卓球バレー、点字体験、要約筆記体験、補
助犬、フラフープ、高齢者擬似体験、昔あそび
※福祉用具・自助具の展示コーナーもあります。

乳幼児のあそびとくつろぎの広場
子育て中（乳幼児）のお父さん！お母さん！ぜひどうぞ。
読み聞かせ、子育てサークルや子育て支援に関するコ
ーナー、産後のリハビリとセルフケア講座（事前申込
制〈電話：822-1011〉定員20名）など
※オムツ換え・授乳スペースやベビーカー置き場もあります。

主催　中京ふれあい事業実行委員会　人権福祉部会
中京区地域啓発推進協議会

（総合人間研究所所長・医師）

模擬店：うどん、やきそば、すし、ソフトクリーム　等
バザー：何があるかな？　掘り出し品続々

授産品：手作り品の販売・製作体験もあるよ！
青空市場：新鮮な野菜、くだもの

舞台

主催：中京区民ふれあい事業実行委員会・社会福祉法人京都市中京区社会福祉協議会
運営：中京区内の社会福祉施設・当事者団体・ボランティアグループ等
問合せ：中京区役所まちづくり推進課 TEL812-2426・中京区社会福祉協議会 TEL822-1011

まつりの最後にはお楽しみ抽選会を企画しています。
校庭に設置するサブステージ（雨天中止）では介護予防体操も！

舞台
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中京区地域福祉活動計画第一次プラン中間とりまとめ《課題・解決編》
福 祉 関 係 者 が め ざ す 項 目 平成19年度で取り組むこと
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【基本目標1】多様な参画の場と人づくりをすすめよう

〈課題〉
＊中京福祉まつり公募ボランティアについて
募集ポスターでの呼びかけ等で一定の成果をあげているものの、今後のポスター内容を中京福祉まつり
の宣伝を兼ねたものにするよう努力が必要。
＊中京福祉まつりの企画の充実
4回目を迎えて、企画内容がややマンネリ化傾向にある。
＊中京福祉まつりへの参加者について
福祉関係者の参加が目立ち、一般区民の参加が少ないのではないか。また堀川通りより東地域の方の参
加が少ないとの意見がある。

＊課題の克服に向けて区民みんなで知恵を
出し合う。
例）・中京福祉まつりのＰＲを強化する
・中京福祉まつりへの参画意義の浸透
をはかる。

【基本目標2】区民の福祉・人権意識を高めていこう

〈課題〉
＊街角のポスター掲示について
見た人が参加しやすい呼びかけ・文書の工夫が必要。
＊当事者団体に属していない当事者に周知していく方法
個人情報関係の法律によりなかなかつながりにくくなっている。
＊マンション住民と周辺住民との関係
マンション建設時から地域とのコミュニケーションをとることが重要。

【基本目標3】

〈課題〉
＊区民は当該の民生児童委員が誰かを知らないのが現状である。必要な場合に速やかに相談できるような
環境をどのようにして築いていくか。
＊地域との日頃からのつながりを築いていくための具体的なきっかけの創出。
＊情報の共有とプライバシー保護の兼ね合いをどのようにしていくか。

【基本目標4】

〈課題〉
＊当事者活動を応援する人材をどのようにして育んでいくか。
＊個人情報の保護の壁が立ちはだかって、当事者同士がつながりにくい状況にある。
＊民生委員老人福祉員等が見守り活動を進めていく上で、町内会に入っていない人の情報は把握しづらい。

【基本目標5】

〈課題〉
＊関係者間の連携が進まない要因としてA互いのことを知らない、Bその場での役割や働きが見えていな
い、C実行に移す段階で担い手不足等、があげられる。こうした状況を打開して協働をすすめていくた
めには、連繋の目的をはっきりさせることが求められる。
＊区民の声を広く、きめ細かく拾っていくためには、心の通い合った関係構築が大切であり、そのために
は情報の「出」に対して必ず「入」のある、いわゆる自然な応答関係の醸成が求められる。

【基本目標6】

〈課題〉
＊各町の財政事情や方針の違いを認識しながら、賛助会員制度や共同募金会への更なる理解を得る必要が
あり、そのためには使途内容を学区民へ分かりやすく伝えていくことが、財源増強につながると考える。
＊中京区地域福祉センターのあり方（構想）については、区民の意見を集合化して作成することが必要である。

＊中京区地域福祉推進シンポジウムの充実
をはかる。
＊学区社会福祉協議会における学区内での
広報啓発・情報提供活動の強化を図る。

＊区民にとって身近な学区内における情報が
行き渡るように学区毎で引続き努力する。
＊学区域での福祉マップづくり作成に向け
た検討を行う。
＊「防災」をキーワードに学区内でのつな
がり構築を目指した取組みを推進する。

＊各種サロンの充実と拡充をはかる。
＊障がい当事者の実態を把握する取組みと
して学区域の障がい者団体のヒアリング
を実施する。

＊学区社会福祉協議会を中心に活動状況把
握に取組み、23元学区で住民懇談会を
開催する。

＊共同募金や賛助会費の使途内容を学区民
に対して分かりやすく伝える資料作成と
提供をおこなう。
＊中京区地域福祉センター構想を行政へ伝え
ていく一方で、区民の中京区地域福祉セン
ターに関する理解を深める働きかけを行う。

区民に向けたメッセージ
5回目を迎える「中京福祉まつり」は、
平成19年 6 月 3 日∂に開催されま
す。当日は是非遊びに来てください。
そして、こんなことをやったらいいの
にとお気づきの点があればどしどし提
案してください。一緒にまつりを創っ
ていきましょう。

若い世代からお年寄りまでが地域との
繋がりがもてるように、そして福祉情
報がわかりやすく提供されるよう、区
民のみなさん一人一人による福祉情報
への関心と確認をお願いします。

現在、「防災」をキーワードにいくつ
かの学区で各種団体間での話し合いの
場ももたれています。
しかし、区民一人一人が周りの人のこ
とを思いやる気持ちかあってこそこう
した繋がりも活きてきます。

まちぐるみの支えあいをすすめていく
には、区民一人一人が福祉に関心を抱
いていただくことが必要です。
まずは、身近な学区域での活動に参加
してみませんか。

今年は、23元学区で住民懇談会を企
画・開催します。
わが地域の福祉について考える機会と
なりますので、是非ともご参加くださ
い。

＊区民のみなさまの募金や賛助会費などは、
地域でのお年寄りへの配食活動やふとんの
丸洗いサービス、サロン運営費等で活かさ
れています。
＊中京区地域福祉センターが実現化するよう
に区民のみなさんもご意見をお寄せ下さい。

区民の福祉イベントの開催（中京福祉まつり）

区民一般に対する福祉情報の普及を広げる

支えの必要な人をいち早く見だし必要な情報を知らせよう

同じ立場の人同士やまちぐるみの支えあいの場をつくろう

問題をみんなで共有して行政・サービスに反映させよう

みんなでつくる福祉のまちづくりを支えよう

※31名の作業委員で検討してとりまとめました。


